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接続の表現形式の選択に対する学習者の意識

一一言語運用力の向上につながる文法学習に向け

山下 直

O鴎はじめに

学習者が書く文や文章には，日本語としては誤っていないものの，言いたいことを明快に首い

表せてい奇いものが少なくない。このような表現が生じる要因について， 111下(2010)では学習者

の文型選択意識に着思して論じた(J)が，ヱド犠では接続の義務~式の選択に対する意識に精1lJ~L. 

言語運用に対する意識を高めることに重点を置く文法学習指導の重要性を1'1討議する D

分析した資料は，山下(2010)と同様にI 2008年8月に東京都内の私立中高一貫女子校の1:1=1学]

年生199名が書いた「オツベルと象J(宮沢賢治)のあらすじである凸接続の表現矯式の選択のし
かたに着眼するにあたって 1rオツベjレ色象jの霞顕から自象が登場するまでの場開について， I当
象の登場部分とその前の部分とをどのような表現形式でつないでいるかに藷賦した。

七位!象の驚場のI義蔵の前に置かれる支の類型

「オツベ)1/ど象J'j:，作品の冒頭部分でオツベルの工場?の司常的な光設について諮られた{忠

商象的登場が捕かれる臼したが。でF あらすじにおいても， I~ 裂の登場を ülSベる l諸に寸ツペ Jl〆の

工場での昨常I~むな光景を述べることと奇る口本稿で I~: ，自象の鷲j場の日室前の・立に藷I1JQ しで 1 rシテ
イル(スル)J型， Iイル」型， I…ダJ型， I ~ノ話j 型，冒頭型の五種類に分けてとらえること

とした口

(1)あるところに，オツベルという男がいた。オツベルはとても賢く，十六人も百姓を雇って，

新式稲こき機械で働かせていた。ある日，どんな理由か分からずに， とてもきれいな自象

がやって来た。

(2)十六人の百姓を働かせている主人である，オツベルという人物がいた。ある日，小屋で百

姓たちが働いているところに，白象がやって来た。

(3)ある仕事場にオツベルと十六人の百姓がいたo オツベルという男は，稲こき機械を六台も

所有している財産家で，仕事場ではリーダー的な存在である口ある日， I当象が仕事場にや

って来た。
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(4) この物語は，オツペルとし1う金持ちの男の話です。ある日，社事場に白象がやって来まし

た。

上の(1)~ (4)を見ると， 1ある日Jで始まる文の直前の文末が， (1)は「働かせていたJ，(2)は

I(オツベルという人物が)いたJ，(3)は I(リーダー的な存在)であるJ， (4) は I~の話ですj と

なっているO

(1)のように文末が「シテイル シティタ スル，シタjなどとなっているものは，オツベル

が日常的に行っている行為について述べる文， (2)のように文末が「イタ，イ jレjなどとなって

いるものは，オツベルという人物の存在を示す文， (3)のように文末が「ダ・デアルJなどとな

っているものは，オツベルがどんな人物かを述べる文， (4) のように I~ ノ話デス j などとなっ

ているものは， rオツベjレと象Jの概要を簡潔に説明する文となっている O
このように給自象の登場の直前の文は，文京の型とその文の内容に対応する関係が見られる。

自象の議場をどう接続するかは，誼前の文の内容と深く関わる。その点から考えると，直前の文

の文*の製への着目良は有効であるι言える。そこで，上に示した(1)~ (4)をそれぞれ， rシテイ
ル(又ル)J裂し「イ jレj型，."ダj型， r~ ノ話j 型と呼ぶことにする O なお，

(5)これは，オツベjレと象の話を牛飼いが諮ったものです。ある日，地主である金;持ちのオツ

ペルのもとへ，一議の自象が林の下1=1からや。で来ました。

のド綿綿'~:， :支*"がわけ."ものですjと奇つでいるがきオツベJレがどんな人物かではをく， rオツ
ベ1¥"主導主jが牛飼いによって諮られた議であるこどを述べている Q このようなタイプの文はp あ

らすじの前置きとも言える文になっている点で，作品の概要を説明する r----ノ話j型と共通する

而を持つ。そこで， (5)のような文は「…ダj裂ではなく 1----ノ話」型とすることにした。

また，このほかにも，あらすじの冒頭文で自象の登場を述べるものがある O

(6) ある日，オツベルの仕事場に自象がやってくる O

(6)は，この一文があらすじの冒頭文となっているO このような例を，上に示した 4つの型と

は別に留頭型として区別する D 闇頭文は直前の文を持たないため，接続の表現形式も持たない。

また， 1 ~ノ話J 型は，あらすじの前置きとも言える文になっている点で，他の型と必ずしも間質

には扱えない商がある O これらのことから，本稿では， rシテイル(スル)J型， rイル」型， r… 
ダJi裂を主な考察の対象とした。
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ム接続の表現形式としての「そこにJrするとJrある自j
2 -1. rそこにJrするとJrある日jの出現績向
1.で整理した直前の文の類型にしたがって，接続の表現形式の出現数を示したものが下の表 l

であるO 接続の表現形式は，原則として，自象の登場が述べられる直前の文のi査後に用いられる

表現形式とし，先に示した(1)~ (5)の「ある日jのようなものも含める。そのため，いわゆる接

続語だけでなく，指示諾や副認を含む文の成分なども含まれる (2)口

表lを見ると，接続の表現形式は， rある日J訪す特例， rそこにjが20例， rするとJが17例で，
金125例のうちの約7割 (68.8%)をこの三種が占めている O ぞれ以外の39例が九績の表現形式に

分かれ，いずれも 2九 7例の出現にとどまっているG そこで， rある日JrそこにJrするとJtこ注
自して考察していくこととする。

それぞれの出現の傾向を見でみると， rそこにjは85%0.7例)， rするとjは82.4%(J4例)が
「シテイル(スル)J盤に集中して出現しでいる Q 一方， rある|ヨJは特定のllilに集中して出現する
領向は見ちれない自白集の登場を導く接続の表現形式として，多くの学留者が「ある1:1J rそこ
にJrするとjを選択しているが， rそこにJrするとJは「シテイル(ス)¥，) J却に集中して選択
されているのに対し， rある日jは産能の文の類型に関係なく選択されていることになる白

2 _. 2醤非日常の訪れをき奏す「そ之

('7)オツベ)1.1i;;]:，十六人の百姓を率い?稲とき機械を六台も据えつけてs 自分Ij:何もせずg イ=1:

事を百姓たちにまかせ?のんのんのんのんやっていた由そこへ，どういうわけか自

って来た。

(7)の「そこへJは直前の文の内容を受けて「オツベルが……のんのんのんのんやっていたト

表l 直前で切るタイプ:直前の文の類型別分布

シテイル(スル) イル -・ダ ~ノ話 他 計

2 3 7 

そこに 17 2 20 

その00に 4 l 2 7 

ある日 15 8 16 10 49 

そんなある日 5 6 

すると 14 2 17 

そして 2 3 5 

そしたら 5 1 6 

しかし 2 2 

その時 2 2 

第一日曜 l l 2 

その他 2 

64 19 27 13 2 125 
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コロヘjという意味で、後の文につながってゆく D

この部分(場面)はもとの作品では，オツベルの工場での日常的な光景が搭かれた後，

とにかく，そうして，のんのんのんのんやっていたo

そしたらそこへどういうわけか，その，自象がやてってきた。

となっており! (7)は原文の表現をほぼそのまま用いていることが確認できる D 原文の「とにか

く，そうしてjの「そうしてjは，その前に描かれているオツベルの工場での日常的な光景を指

しiーとにかくイツモ オツベjレガ ヤッテイルヨウニシテ，のんのんのんのん……jというよう

な意味でとらえられる Q その後の「そしたら，そこへjは， rイツモドオリニヤッテイクラ，ソコ
ノトコ口八jという意味で後の部分につながっているD

この場面のポイントは，オツベルの工場のいつもど変わらない日常に自象がいきなり登場した

こと告示すこどにある{九自象の登場はF 非日常の訪れである之ともに，二れから始まる作品の

中心的なよじl:!ソードの題点ともなっているo したがって，あらすじにおいても，オツベルの日常

に ~Ii1=1常が訪れたことや，新しいエピソ F ドの起点どなっていることを示すことが望ましい。(り

では鼠文の表現を生かすことで，自象という ~I~ 日常的な存在が突然訪れたことを述べているとと

らえられる Q

(8)あるkころに g オツペルという男がいましたQ オツベjレは，稲こき工場の 1).-=ダー格ですQ

あるI:Lいワものようにを百姓どもは稲をこき，オツベルがぶらぶら工場-の中をおいてい

ましたα ぞとへ， -1廷の蒸しい自象がU、ょっとりやって来ました口

(8)は(7)のように原文の表現をそのまま用いているわけではない。けれども， (8)の「そこへj

もf工場の中を歩いていたトコロヘ」という意味で、後の文につながっているととらえることがで

きるO 直前の文の「いつものように……歩いていました。jがオツベルの工場での日常的な光景を

表し， rそこへjは[ソノ日常ノ只中へ」という意味で後の部分につながり， r白象Jの突然の登
場が示されている。そのほか， rいつものようにJrひょっこり」等の語句も効果的に用いられて
いる。

また， rそこに(へ)J を r~ シテイルトコロニ(ヘ)J ととらえることを支持する例として，次

のようなものがあるO

(9)十六人の百姓が必死に働いている中，その百姓たちをやとっている，ずる賢く計算高いオ

ツペjレは，大きな琉泊のパイプをくわえ，ぶらぶら行ったり来たりしているO 昼食時には，

ピフテキやオムレツのはくはくしたのを食べるo そんなところへ，どこからか一匹の白象

がやって来る。
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(9)は， r……オツベルは……行ったり来たりしているむ昼食時には，……食べる。Jの部分が
オツベルの日常を表している orそんなところへjは前に述べられたオツベルの日常の光景を受
け，まさに r~ シテイルトコロヘj という意味を表しているにはかならない。この「そんなとこ

ろへjを[そこへjに置き換えても文意はほぼ同じである。このことから， ，-そこへjをr""'-シテ

イルトコロヘJととらえることが支持される。

このように， rシテイル(スル)J型の直後に fそこにjで自象の登場を接続することは， rシテ
イル(ス jレ)Jの部分で毎Bのように繰り返されているオツベルの工場での日常的な光景を述べ，

fそこにJÞ1下の部分でその日常の中にく突然訪れた非日常〉として自象の登場が述べられる1f~に

なっているこ之が分かる D

2 -3，エピソードの起点を表す「するとJ
(10)オツペルとい今大変ずる竪い主人d::，オツベjレがうまく自分のものにした自識の話。オツ

ベルがいつものように新式の機械と十六人の首相:を躍。て，仕事の能督をし"cいt::，oヰゑ
とF いきなり森埼玉ら真っ白な象がやって来た。

(11)ある牛飼いが物語りました…山白オツペルというのは，この物簡の主人公で，そりゃあも

う p 稲こき機械を六台も据えつけ'l，現T自のパイプを持つでいるほどn~・力があり 3 麟の|副

転も速い。おまけに度胸や勇気も持つでいるcきてv 今日またこの小j誌では"十六人的官

製11どもが稲をかたっばしからといでいる自オツパ)¥1Ij; I ぞれを見ながら s小j輩を行つため

来たりしていた自主主主，自象がやっで来た。

上の 2例は，いずれも「すると」を用いている。(10)は， rいつものようにJという語が用い
られていることからもわかるように， rオツベルが……監督をしていた。」という文がオツベルの
工場での日常的な光景を表していると言える orするとJはそれを受けて「オツベルガ 監督ヲシ
テイルト(シティタラ)Jといったような意味で後の部分につながっている。

同様に(11)も， rさて，今日また……百姓どもが……こいている O オツベルは……行ったり来
たりしていた。Jの部分が，オツベルの工場の日常的な光景を表している。「すると」はそれを受

けて「百姓ドモガ稲ヲコキ，オツベルガ行ッタリ来タリシテイルト(シティタラ)Jといった

ような意味で、後の部分につなげる役割を担っているO

ところで， rすると」は r~ シテイルト(次ニ)J のような意味で，出来事が継続して起きでい

ることを表しているととちえることもでき，その点では r~ シテイルトコロニ」という意味で日

常の只中にいきなり非日常が訪れたことを表す「そこにjとは異なる意味的側商を持，っと言える O

だが，先にも述べたように，自象の登場の場面のポイントは，非日常の訪れを表すとともに，

これから始まる作品の中心的なエピソードの起点、となっていることを表すことでもあった口「する

とjが場面の転換を表す接続詞であることから考えれば， (10) (11)ともにオツベルの工場の日常
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的な光景から転じて，新しいエピソードの起点として白象の登場が提示されていることが首肯さ

れよう口

このようにとらえることで， rシテイル(スル)J型の直後に「するとJで接続することも，も
之の作品の内容を表すのに望ましい形になっていると言ってよい。

2 -4.非自常の訪れや工ピゾードの起点を表さない「そこにJrするとj
ここまで fシテイル(スル)J型の直後に「そこにJrするとJを選択するパターンが，非日常
の訪れや新しいエピソードの起点を表すのに適していることを述べできた。一方で、，出現数は少

ないながら「イ jレj型， r…ダj型の直後に「そこにJrするとJを選択している例も見られる O

(2)あるところにきとてもお金はあるが，少しずる賢いオツペルという主人がど主L色。歪え
に，自製がある時やって来て，オツペルは少し慌てるが，冷静さを装い企がら，うまく白

雲裂を自分のものにしました白

(J3) オツベ)];という人を従えるのが上手な男が，十六人の百姓とともに小屋にど色。土~~1

自象がやって来た。

(].4)オツベルi立を百姓を濯っていて，大金持ち主主。主主主，自象がや。て来ました Q

(J5)オツベルkいう人物がいた口オツペJldi，十六人もの百姓を働かせ，稲こき機械を六台も

所有しているほど金持ちだがE ずる賢く鹿累ピロ主ゑ-~!ある時，自象がオツベ )1，1 のもと

へやって来た。

上の4例のうち，はじめの 2例は[イル」型，後の2例がト・ダJ型である (4)。これまでのと

らえ方に従えば， (12)は「オツベルという主人がいるトコロニ，白象がやって来たJ，(13)は「オ

ツベルという男が小屋にイタラ(イルト)，白象がやって来たjという意味で後の文につながって

いるととらえることができる O

ところで，自象の登場を非日常の訪れや新しいエピソードの起点として表すには，オツベルの

工場での日常的な光景を示すことが必要である orシテイル(スル)J型の文は日常的な光景をオ
ツベルの行為として表すが， rイルj型の文はオツベルの存在を示すだけで日常的な光景を示すこ
とはできない。したがって， rイルj型の文に「そこにJrするとjを用いても，自象の登場を非
日常の紡れや新しいエピソードの起点として表すことが十分にはできないと言えるω。

「…ダJ~~においてはその傾向がさらに著しい。(14) は「金持ちデアルトコ口ニJ ， (5)は「鹿

黙しEトJといった意味にとらえざるを得ない。これらはオツベルがどんな人物かを示してはいる

が，オツベルの工場の日常的な光景を示しているとは言えず，白象の登場が非日常の訪れや新し
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いエピソードの起点であることを表しているとは奮いがたい。

もちろん，これらの表現は日本語として成立しないというほどのものではなし」しかしながら，

「シテイル(スル)J型の直後に「そこにJrするとjを用いる場合には， rそこにjが前の部分に
述べられたオツベルの工場の日常的な光景を指したり， rするとjが場寵の転換という明確な接続
機能を示したりして，二つの文の簡に明確な意味的接続的関係をとらえることができる。その一

方で， rイjレj型， r…ダJ型の直後に「そこにJrするとJを用いる場合には， rシテイル(スル).1
型の直後に「そこにJrするとjを用いる場合に見られるような明確な意味的接続的関係を見出す
ことは難しいと言わざるを得ない。

このことかち考えると， rイjレj型，ト・ダj型に「そこにJrするとJがほとんど出現しないと
いう学習者の選択は，現にかなったものとなっていると言える。

2 -5，前後の関部構成lこ柔軟立「ある日J
ここでは，いずれの型にもまんべんなく出現する「ある日jについて見ていく Q

(16)オツベjレは，小震に稲こさ機械を六台も据え付けて，十六人の百年Itどもに術をこかし，大

きな司君主I~のパイプをくわえて監視J~:çど色。主主乱発熱e 小躍に i当離がやって来た。

(1'1)オツベ)¥，1という g お金持ちでずる賢い，百姓を躍っている人が日主自主ゑ!L提熱I I計額
がキって来て g オツベルの仕事場に泊まるこょになった白

(].g)あると之ろに g オツベ)J，rという百姓たちの主人がいた口オツベJl<'はとても利|コでプライド

の高い男であった。ある日，オツベルたちの仕事場に，白いきれいな象がやって来た。

上の 3例はいずれも「ある自jの例で， (16)が「シテイル(スル)J型， (17)が「イル」型，

(18)が「…ダj型である O いずれももとの作品に述べられている情景，出来事ともほぼ一致した

内容となっているO また 文法的に誤った文にもなっておらず あらすじとして明確な誤りを指

摘することはできない。

けれども， rある日jはもともと時を表す副詩的成分であり， rそこにjのように前に示されて
いる内容(の一部)を指し示して後の部分との意味的なつながりを示したり， rするとjのように
転換という接続機能によって直前の文との関係を構成したりするわけではない。(16)~ (18)が，

ややもすると出来事の断片的な羅列に過ぎないと感じられるのもそのことをよく表している O し

たがうて，自象の登場を非日常の訪れや新しいエピソードの起点として表しているとは言いがた

い。このことは， (16)の「ある日Jを「そこにJに置き換え， rそこに，突然，白象がやって来
た。jとする場合と比較してみることでも，その違いを実感できると思われるO

このことから!rシテイル(スル)J型で「ある日jを選択している学習者は，非日常の訪れや
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新しいエピソードの起点を表すことのできる「そこにJrするとJという選択肢があるにもかかわ
らず，やや不自然とも言える選択をしていることになるO

一方， rイjレJ型， r…ダj型の場合は， rそこにJrするとJを用いてもうまくいかないという
問題があるc そのため，学習者は他の接続の表現形式を用いざるを得ないことになる口しかしな

がら， rイルJ型，ト，ダJ型には「シテイル(スル)J型における[そこにJrするとJに穏当す
る表現形式の候補が見当たらない。そこで，非日常の訪れや新しいエピソードの起点を表すこと

はできないが，前後の関係構成に比較的柔軟な「ある日Jなら， rそこにJrするとJを用いる場
合ほどには違和感が大きくならないという判断が働いたと考えられる O つまり， rある日jを適し
た表現形式として積極的に選択しているというよりも，他に適した表現形式の候補がなかったた

めに，いわば消極的に選択されたととらえるべきと考えられる白

3. I裏献で立を切らない事イプの「シテイルトJ
2.でIj:，自象の登場とその直前の文とを接続する「そこにJrするとJrある日」に著限して
きた自その布!?果I rそこにJrーするとjが「シテイル(スル)J型に集中して出現するのは理にかな
った選択であること， rシテイル(スル)J型で「ある日Jが選択されているのはやや不自然であ
るこC:， rイ)kJ製e トーダJ型では[ある日jがいわば消極的に選択されていることを指摘した口
ここでは~ i事:離で文を切ら奇いタイプも視野に入れることで， rイ)l!J型p ト・ダj型のj易合に
る I~IJを選択することも，やや不自然であると言えることを指摘する G

(9)ある kころにB オツペjレという男がいたQ 彼がv いつものように百姓どもに仕事を竺主支

一匹の自製がや。で来た凸

2.で見てきた例は，いずれも白象の登場の直前で文が切れているものであったが， (19)は自

象の登場の直前は「彼が，いつものように……やらせていると」という部分である O このように，

自象の盛場の直前で文が切れていないタイフ。について，接続の表現形式の出現数を示したものが

表2である。ちなみに，直前の部分が「シテイルト，シティタラjなどの表現形式を取る (19)の

ような例を[シテイルト」と呼ぶことにするω。

表2 藍前で切らないタイプ:自象の登場を含む文の直前に置かれた文の類型別分布

麗頭 シテイル(スル) イル 日ダ ~ノ話 計

シテイルト 1 5 8 13 2 30 

来タ|詰ヲ 6 3 3 13 

~ 一 22 22 

ある iヨ 7 7 
宇一・ー ーも

そのf也 2 2 

言|‘ 38 6 12 16 2 74 
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直前で文を切らないタイプ。については，自象の登場を含む文のi直前に置かれている文を fi直前
の文jとしたo (19)で言えば，下線を施した「イ jレj裂の文が直前の文ということに在る白

さて，ここで着服したいのは， rシテイルトJの分布である。「シテイルトJ30例のうち23例
(76.7%)が fイルj型，ト・ダj型に集中している Q

(20)オツベjレというお金持ちで，ずる賢い男がいます。ある日，いつものように，百姓たちを

従えて，のんのんのんのん仕事をしていたら，そこに自象がやって来た凸

(21)稲こき機械六台と -I~六人の百姓を従えている，オツペルという金持ちの男がピ主企ある日，

オツベルがいつものように百姓を見張っていると，自象が小屋にやって~とた。

(22)これはv ある牛飼いが物語った話?あるo オツベJレは，十六人の百姓どもを，稲こき機械

を六台据えてコけて，稲をこかせている金持ちだ白ある日 5 いつものように，オツベjレが大

き奇醜泊のパイプをくわえてぶらぶらしていると，どういうわけか|告象がやって来た。

(23) オツベル I~，十六人の吉姓をまとめているような，盤ど主会主♀ある日 s いつものよう

十六人の百性に稲こきをやらせているe，どういうわけか，自象がやってき

(20) が[イ )1，J型書 (22)(23)が「山ダJ型である匂「シテイルトJ下示薄れている部分を
見でみる左 I (20)の「いつものように…刊のんのんのんのん仕事をしていたらム (2])の「オツ

ベ)]1がl!ri!l'!n百姓を見張っているとJI の「いつものようにp オツベ)1"が雪村山ぶらぶらしてい

るとJ，(23)の「いつものように……稲ときをやらせているとjとなっており，いずれもがオツ

ベルの工場でのB常的な光景について述べているものであることがわかるO

これは， rシテイル(スル)J型の文が，オツベルの工場での日常的な光景を述べる文であった
のと同様であり， r ~シテイルト，自象ガヤッテ来タ j という接続も「シテイル(ス jレ)。そこに

(すると)，自象ガヤッテ来タJという接続と何様に，白象の登場を非日常の訪れや新しいエピソ

ードの起点として表していると言えるO

しかも，上に挙げた4例にはいずれも「ある日jが用いられているが，直前で文を切るタイプ

で見た「ある日Jのように，出来事の断片的な羅列になっている印象をあまり受けないように思

われるO それは，ここに示した4例の「シテイルトJの部分が，直前の文の主題や主語となってい

る[オツベル」をそのまま51き継いでいることによると思われる。産前で文を切るタイずの場合，

先に示した(16)~ (18)を見てもわかる通り，直前の文の主題や主詩となっている「オツベル」を

引き継ぐ形にはなっていない。

このようなことから， rイルj型，卜・ダj型の文の直後に自象の登場をいきなりつなげるので
はなく， rιシテイルトJという形でオツペルの工場での日常的な光景を挿入することで，自然な
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接続が可能となる D したがって， rシテイルトjが「イ jレJ型， r…ダj型に集中して出現してい
る学習者の選択の傾向は理にかなっていると言えると同時に， rイルj型， r…ダJ型における
「ある日J選択もやや不自然な選択であると言えることになるO

4.接続の表現形式の選択に対する学習者の意識

さて， 2.3.を通して，自象の登場の場面で， rシテイル(スル)J型の直後に fそこにJrす
るとJ，rイルj型「…ダJ型の直後に r---シテイルトjを用いることで，非日常の訪れやエピソ
ードの起点を表すことができることを確認した。

さらに， rシテイル(スル)J型， rイルj型， r…ダj型のいずれにおいても， rあるBJの選択
がやや不自然と言えることも指摘した。

「あるEIJを選択した学習者が「そこにJrするとJrシテイルトjという表現形式についての知
識を備えていないとは考えがたい。にもかかわらず，学習者がそれらを選択しないのはなぜなの

か。その理由について，本稿では山下(2010)と同様のとらえ方ができると考えているO

山下(2010)では，表現上の負担の大きい文型の方をわざわざ選ぶ不自然な選択が，言いたいこ

とを明快に示すことができない要因になっていることを指摘した。そして，学習者に負担の小さ

い文型についての知識が備わっていないとは考えがたいことから， r同じことを述べるにもさまざ
まな文の構成のしかたがあり得るという意識を積極的に持つJようになることが重要であること

を述べたヘ

本稿における「ある日j選択の不自然さについても，これと同様のことをあてはめられると考

える。学習者が「そこにJrするとJrシテイルトjという表現形式についての知識を備えていな
いとは考えがたいことからすれば，より適切な接続の表現形式を選択するための十分な吟味が行

われれば，もっと多くの学習者が fそこにJrするとJrシテイルりを選択することが期待でき
ることになる。「ある日jの選択の背景には，より適切な接続の表現形式を十分吟味しないまま，

「ある日jを選択している学習者の姿をとらえることができるのである。

5.おわりに一言語運用に対する意識を高める文法学習指導

本稿では， rオツベルと象Jのあらすじのうち，自象が登場する場語を前の部分とどのような表
現形式で接続しているかに着服して，学習者の接続の表現形式の選択意識について考察したO

その結果，オツベルの工場での日常的な光景を「シテイル(スル)J型の文で述べた場合には

「そこにJrするとJ，rイルJ型「…ダJ型の文で述べた場合には「シテイルトjを接続の表現形
式とすることで，自象の登場を非日常の訪れや新しいエピソードの起点として表せることが確認

されたo さらに， rシテイル(スル)J型に「そこにJrするとJが， rイルJ型「…ダj型に「シ
テイルトJが集中して出現する学習者の選択の傾向が，理にかなったものであることも確認され

た。

ただし，その人数は54名で全体(199名)の27.1%に過ぎず，例えば「あるBJのように，非E
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常の訪れやエピソードの起点であることを十分に表すことのできない接続の表現形式を選択する

学費者が多く見受けられる ω。そして，それらの学習者が他の表現形式を選択するのは， rそこ
にJrするとJrシテイルトjという表現形式を知らなかったためとは考えがたい。このように考
えると，どの接続の表現形式が最も遮切なのかを十分に吟味する意識，姿勢が欠却していたため

に， rそこにJrするとJrシテイルトJを選択肢の候補として思い浮かべられなかった学習者の姿
をとらえることができる。

学習者の接続の表現形式の選択には いずれも日本語の衰弱として明確な誤りを指摘すること

はできないG けれども，より適切な表現形式の選択が十分に行われていると雷いがたいのは，学

習者の文法的脅知識の欠如によるものではなく，どの表現がよち適切かを吟味しようとする

姿勢の欠如によると考えることができるのである。

そのようを吟味の姿勢を育てるに(;J:，学習者の文法的な感覚を藤弘言語運用に対-寸る意識を

高めることが重要となる。学費者が文法的な知見を効果的に活用するためには，文法的な感覚を

磨き p 言語運用に対する意識を高めでいかなければならない。

したがって，これからの文法の学警指導は，知識の不足を補うことでは悲く?

な感覚を欝き，言語運用に対する意識を高めることに重点を置く方向で事そのあり方をとちえi証

していくととが不可矢であると考える自

11r下 (~OlO)および本稿の考察を通し

を選択するための吟味を十分に行ってい奇し

よう議場合に学習者の時n*が不十分に寄る
でkらえるこ主が必要でtあると奪えている Q また1 J要部I~告にどのよう "..-，.)¥{¥ 

1 を過して明ちかにしでいくことも るど考えているο

注

( 1 ) 山下 直，学習者の文型選択意識と文法学習-表現能力の育成につながる文法学習に向け

て一，人文科教育研究 第37号 2010.8，pp. 7 -19 

( 2 ) 表lの「そこにJには「そこへ，そんなところへJ，rしかしJには「ところがJ，rその時J
「その00にjには「そんな時Jrそんな00にjなどを含む。また， r ~にj は，

大きな琉拍のパイプをくわえ，稲こき機械を六台も持っている，金持ちのオツベルとい

う男がいた。のんのんのんのん作業するオツベルのもとに，どういうわけか自象がやっ

て来た。

の下線部のように，接続詞や指示諾を用いずに，具体的な場所を提示するものであるG

( 3 ) 涼文の[その，白象Jの「そのJは，既出の本文中に明示されている対象を指示する用法

ではない。ここでは「この自家が，これから語るエピソードの中心的な存在となる例の自象

ですよJといった意味であり，このことからもこの部分がエピソードの起点であることが支

持きれる Q
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( 4 ) 例文(15)は形容認文だが，オツベルがどのような人物かを述べている点で，このような例

もr".ダj型に含めるo
( 5 ) rオツベルガ……イタトコ口ニ(/イタラ)，突然，自象ガヤッテ来タJも日本語として誤
っているとは言えない。しかし， r日常jとの対比が明確ではないため，非日常の訪れやエピ
ソードの起点を表すには十分な言い方になっていないと考える。

( 6 ) 表2の「来タ白ヲJは，

あるところに，オツベルといっ男がいました。彼は，十六人の百姓を雇ったり，高価な

改ま自のパイプを使ったりするほど，金持ちでした。また，オツベルはずる賢く冷静だっ

たので，仕事場に迷い込んで来た自象を，まんまと自分のものにしてしまいますD

のような例を指す。これは，他の例のように自象の登場を「白象ガH ・H ・来タJという形で

不さないため，本稿では直接の考察の対象からは外すこととした。

( 7 ) IJ.I下車(2010) p.17 

( 8 ) 本稿では「ある日j選択の不自然きを指摘したが，表1， 2に示したように他にも多くの表

現形式がj有いられているO もちろん，その全てが同じ程度に適切さを欠いているわけではな

い。「その00にJrそん合ある日JrそしたらJrその時Jなどのように指示語を含むものと，
「しかしJrそしてjなどとは適切さの度合いは異なるととらえるのが自然であろう。ただ，
とこでは「そこにJrするとJrシテイルトJという表現形式を知識として知ちをいはずがな
いkいうi前提のもとに，なぜそれらを選択する学習者がもっと多くをらないのかという観点

管問題をkらえている白「ある日j以外の表現務式についての詳しい考察については，稿を改

めて論じたい凸
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